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特 集

一
般
会
計
当
初
予
算
は
修
正
可
決

第
１
回
定
例
会
は
令
和
６
年
２
月
22
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
（
35
日
間
）
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
令
和
６
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
条
例
改
正
案
や
新
年
度
予
算
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
2
6
9
億
2
0
0
0
万
円
で
、
前
年
度
比
６
億
5
0
0
0
万
円
増
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
財
部
温
泉

健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
費
の
審
査
会
謝
礼
金
３
万
6
0
0
0
円
と
道
の
駅
す
え
よ
し
駐
車
場
用
地
取
得
費
4
3
7
万
2
0
0
0
円
の
予
算
を

削
除
す
る
修
正
案
が
各
常
任
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
修
正
可
決
し
ま
し
た
。

（
賛
否
は
P
12
に
掲
載
）

財部温泉健康センターの区域図

議案第 34 号
令和６年度

修　正　後
一般会計予算

269億1,559万円
（前年比　６億4,559万円　2.5％増）

119億4,397万円
（前年比　▲２億7,947万円　2.3％減）

11億8,381万円
（前年比　▲3億1,952万円　21.3%減）

400億4,338万円
（前年比　4,659万円　0.1％増）

企業会計予算
（水道事業・下水道事業）

特別会計予算
（国保・後期高齢・介護・生活排水）

予 算 総 額

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
無
償
譲
渡
に
疑
問

今までの流れ

令和 5年 12月 25日
全員協議会

・�担当の保健課から、企業から提出さ
れた財部温泉健康センターの無償譲
渡に関する要望書について示された

令和６年１月 26日
全員協議会

・�市長から無償譲渡に関する説明がな
された

令和 6年 2月 22日
議会本会議

・�当初予算（公募型プロポーザル審査会
謝礼金３万6,000円を含む）等が議会
に上程された

令和６年２月 29日～
３月５日 議会本会議

・�６名の議員から財部温泉健康センターの
無償譲渡に関する一般質問が行われた

令和６年３月 13日
全員協議会

・�大休寺副市長から３月１日に作成され
た「温泉施設譲渡に関する公募型プロ
ポーザル実施要項（案）」が示された

令和６年３月 14日
文教厚生常任委員会

・�株式会社メセナ末吉の社長と大休寺副
市長に出席を求め、財部温泉健康セ
ンターの現状について説明を求めた

令和６年３月 19日
文教厚生常任委員会

・�委員から審査会謝礼金３万 6,000 円
を減額する修正案が提出された

・�修正案に賛成の討論では、「財部温泉
を含めて、民間の力を有効活用した
方がいいというのは共通認識である
と思うが、市が指定管理や業務委託
している全施設の検証をした上で今
後の在り方を決めることや、市民、特
に財部町の皆さんの意見を聞くこと
から始めることが最優先であり、無
償譲渡についてはその後に考えるべ
きである」として、賛成するとの意
見があった

・�審査の結果、全会一致で修正案を可
決した

令和６年３月 27日
議会本会議

・委員長が修正案を提出
・�討論・採決が行われ、賛成多数で修
正案を可決した

※�市長から財部温泉健康セン
ターの施設無償譲渡を要望し
ている企業は、以下の５項目
も併せて検討していると説明
がありました。

１ �温泉施設の整備並びに利用
促進

２ 宿泊施設の建設
３ 健康トレーニング設備の新設
４ 高齢者向けの低家賃住宅建設
５ そのほか地域の活性化

ここに注目！

※予算総額は、端数処理の関係で一致しません
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質

疑

問 財部温泉健康センターの現状について。
答（メセナ末吉社長）令和４年度の利用者実績は８万 2,029 人であったのに対し、令和５年度は３月10日
現在で９万 2,219 人である。洗い場は男女各 12か所しかないため、利用者が多い日は浴場内が一杯になるこ
とがあり、現状でも入場を待ってもらうことがある。指定管理を受ける際の条件として、「財部を中心とした市民
の憩いの場の提供」、「食事や売店、イベント等の提供」などが含まれており、今回の無償譲渡の条件とは異
なる点もあるため、民間で採算が取れるかどうかは一概には言えない。

問 一般質問の市長答弁では，無償譲渡の要望書が出された企業ありきの説明で、宿泊施設やトレー
ニングセンターなどを整備することも「当然ながら相手を信用しての提案である」とのことであったが。
答（大休寺副市長）「10 年間は現在の日帰り入浴等のサービスを提供すること」を無償譲渡の公募に係る
前提条件としており、それらの条件を付けてしまっては応募はない。

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

徳峰議員：
・�市のトップの間で意思統一がされない中での提案で、一般質問を含め、食い違った答弁であった経過があることもしっか
りと認識しておきたい。
・�公募要項の中で、無償譲渡の入浴料の引上げについての上限額に明確な定めが見られない。民間に丸投げした内容である。
・�１億数千万円の市民の財産の無償譲渡に必要な基礎資料を十分に準備した上で、市長の所信表明の中でもしっかりと位置
付けて表明することが大事。
・�無償譲渡に関連する３万 6,000 円の予算は、議会として、現段階では判断する材料に乏しい。そうした意味で予算計上
は一旦白紙に戻して、改めてしっかりした内容の提案をされたい。その場合は私も前向きに検討していきたい。

渡辺議員：
・�財部温泉健康センターの民間活用というのは共通認識である。旧久木原医院活用の件では、本会議前に取下げを行ったが、
これは、提案に対する執行部の詰めの甘さがあったと思う。財部温泉健康センターの件でも執行部間で食い違いがあり、
議会に対する提案であるので、もっと精査した上で提案するべきであり、今後の事業等を考える上で、今回の件は大いな
る反省点だと思う。

山中議員：
・�特定業者の名前が先行しており、本当に中立的な審査が行われるか疑問。
・�１億円超の施設の無償譲渡となると、より公平性が重く見られる。公募要項にない施設計画によって譲渡先が決まるといっ
た懸念は重大なものになる。
・�事前に計画の説明もなく、３月13日の副市長の説明では、「５年前から財部温泉のあり方を検討していた」とのことであっ
たが、議会側も住民側も12月25日に提案されるまで、譲渡まで考えていることは知らされていなかった。提案が直前
になったことで、議会側も準備不足のまま審議に臨むことになった。
・�住民への周知不足。同僚議員から一般質問で住民への理解について質問した際、「反対の声はない」という答弁であった
が、「反対の声がない」というのは原理的にありえない話で、正式な住民説明会などもなかった。財部の方との意見交換
会を行ったが、初めて知ったという声がほとんどであった。
・ほかの自治体を参考に、公共温泉施設計画等を策定し、綿密な調査と住民と議会への情報共有に努めてほしい。

意

見

・�市のトップである市長と副市長の意見がこれだけ食い違っているのは前代未聞。
・�無償譲渡の要望書の話が先であったことが不信感となっている。
・�無償譲渡の公募要項が一般質問の後から出されたことが混乱を招いた。
・�順番が逆という認識で、議会軽視と冷めた目で見ている。
・�市内に入浴施設が３か所あるのに、なぜ財部温泉健康センターだけに絞ったのか違和感がある。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

土屋議員：
・�修正案では、民間へ移管するせっかくの機会を逃すことにならないのか。あるいは要望書を提出した企業が撤退されるこ
とにならないのか。
・�誘致企業に対し「Ｎｏ」という姿勢を示すことになる。挙句の果てには、施設の老朽化も重なり、市の財政負担もより重くなる。
指定管理、直営の限界もいずれ来る。
・�移譲先を公募するその時になって、応募が来ないということも考えられる。そして、行き着く先は閉館。閉館もやむなし
というシナリオは容易に描けるところである。今回の議会の責任は重いものがある。
・このまま財政負担を続けるか、民間の経営ノウハウに委ねるか、大きな分かれ目である。

◆文教厚生常任委員会での主な質疑や意見（令和6年３月14日）

◆最終本会議での討論（抜粋）（令和6年３月27日）

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



道
の
駅
す
え
よ
し
駐
車
場
用
地
取
得
予
定
地

令
和
６
年
度
の
主
な

人
口
増
対
策
事
業

~
事
故
の
懸
念
は
な
い
か
~

ここに注目！

ここに注目！

委
員
か
ら
修
正
案
提
出

原
案
及
び
修
正
案
に
賛
成
討
論

︵
令
和
６
年
３
月
19
日
︶

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
︵
令
和
６
年
３
月
14
日
︶

委
員
よ
り
、
道
の
駅
す
え
よ
し
駐
車
場
用
地

取
得
費
４
３
７
万
２
０
０
０
円
を
減
額
す
る
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
以
下
の
討
論
が
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

土
屋
議
員

・
今
後
、
よ
り
多
い
集
客
を
見
込
み
、
今
ま
で
実
施
で
き
な
か
っ
た

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
用
地
と
見
受
け
し

て
い
る
。

・
危
険
な
場
所
で
あ
る
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
そ
の
対
策
は
、
国
道

事
務
所
、
公
安
委
員
会
そ
の
他
関
係
機
関
と
協
議
す
れ
ば
解
決
す

る
問
題
で
あ
り
、
用
地
を
取
得
し
て
初
め
て
進
め
ら
れ
る
話
で
あ

る
と
思
う
。
公
共
施
設
の
周
辺
は
公
共
の
用
地
と
し
て
取
得
し
た

方
が
、
将
来
的
に
は
悔
い
の
残
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

利
用
者
の
安
全
性
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
当
局
で
検
討

さ
れ
た
問
題
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
当
該
土
地
を
速
や
か
に
取
得
す

べ
き
と
考
え
る
。

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

当
該
地
最
寄
り
の
横
断
歩
道
は
青
信
号
点
灯
時
間
が
短
く
、
高
齢

者
は
横
断
に
負
担
が
掛
か
る
。
ま
た
、
利
用
者
が
横
断
歩
道
の
な

い
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
通
行
車
両
の
速
度
が

速
く
見
通
し
も
よ
く
な
い
た
め
、
利
用
者
の
安
全
性
確
保
の
点
か
ら

も
当
該
地
は
駐
車
場
に
向
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

道の駅すえよしと取得予定地の位置図

1,076 万円
問　第１子及び第２子の出産祝金を１万円から
５万円に増額する改正に至った経緯は。
答 昨年６月の複数議員からの一般質問を受け
て子育て世代の現状を鑑み、また、アンケートの
結果や近隣自治体の状況を参考にして、５万円
に増額した。（第3子以降は現状の10万円支給）
意見 広報の在り方について、子育て世代
に情報が行き届くよう、ホームページだけで
なく多くのメディアを活用するように。

720 万円
問 新婚・子育て転入世帯を
対象とした事業とあるが。

答 １年間、年額６万円を上限
として、定期的に年４回の支給
を考えており、先進地の山形県
を参考に、その時期の新鮮な野
菜や肉などを配布することで、本
市への定住を推進していきたい。

出産祝金支給事業食の支援事業

問

取
得
予
定
地
を
駐
車
場
と
し
た
と
き
、
利
用
者
は
道

の
駅
に
行
く
た
め
に
国
道
10
号
線
を
横
断
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
が
、
事
故
の
懸
念
は
な
い
か
。

答

活
用
時
に
は
ガ
ー
ド
マ
ン
を
配
置
し
て
横
断
歩
道
へ
の
誘

導
を
行
い
、
利
用
者
へ
注
意
喚
起
を
図
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

最
終
本
会
議
産
業
建
設

常
任
委
員
長
か
ら
修
正
案
提
出

︵
令
和
６
年
３
月
27
日
︶
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２億 6,462 万円
問 改修工事に伴う臨時駐
車場は。
答　市役所本庁舎近くの民
間の敷地を借りる予定である。

問　本庁北側駐車場用地
取得の必要性と経緯は。
答　現在、栄楽公園横の
市役所駐車場を市職員が使
用している状況を緩和するた
め、新たに用地を取得したい。

90 万円
問 どのような団体に対す
る補助を想定しているか。
答　観光協会、森林組合、
商工会、ＪＡ、農業委員会及
び予備団体分の計６団体を
想定し、台湾里港郷との親
善交流に要する経費の２分の
１の額を１団体当たり15万円
を上限として補助するものであ
る。

問 どのような事業内容か。
答　令和５年度の残余量調
査によって、11年程度で大隅
埋立処分場の埋立完了が予
想され、埋立処分場の拡張、
嵩上げが必要な状況と考えら
れることから、どのような方法
が効果的であるのか、４月以
降の一般廃棄物最終処分場
整備検討委員会で市の計画
を決定し、議会に示したい。

問 交通弱者に関する取
組は。

答　対策としてモデル地区
を設定し、実証実験を実施

できる仕組みを構築したいと

考えており、安全性を確保し、

事故発生時の対応を適切に

行えるよう講習等を行っていき

たい。

一般会計予算（総務常任委員会所管分）

市役所駐車場（栄楽公園横）大隅埋立処分場

1,606 万円
問 防災ガイドブック改訂
業務委託料はどのような内
容か。
答　平成 27 年に作成し配
布したが、令和２年に県が指
定する土砂災害警戒区域等
が増加し、当該区域のデータ
を県から取得可能となったこと
から、1万 9,000 部を印刷し、
全戸に配布予定である。

4,194 万円
問　耐震性貯水槽 ( 防火水
槽 ) について。
答　令和６年度分は４月に
決定されるが、末吉に２か所、
大隅に２か所、財部に１か所
を設置予定である。

問 危機管理監※の身分と
役割は。
答　身分は会計年度任用
職員としての雇用で、市長へ
の助言や職員を指導する総
体的なアドバイザーとしての
役割を想定している。

本庁舎大規模改修事業

国際交流活動支援補助金

災害対策関連事業

危機管理監の設置

一般廃棄物最終処分場
施設整備事業

交通弱者に対する
交通安全講習

※危機管理監とは…本市における防
災体制及び危機管理体制の対応能力
の向上を図ることを目的に、平時は

「防災、危機管理体制の整備」及び「防
災訓練等での指導及び助言等」を行
い、災害等発生時には、「情報収集」、

「進捗管理」、「災害対策本部長 ( 市
長 ) 等への助言」などを行います。

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12月に開催します。



一般会計予算（文教厚生常任委員会所管分）

12 億 5,656 万円
問 障害福祉サービ
ス費の現状で特筆すべ
きものは何か。
答　特に障害児支援
給付費が伸びており、
支援が必要な子供やそ
の保護者に対するサー
ビスが様々なところで周
知され、保護者に認知
されてきたことにより給付
費が増えているのではな
いか。

問 ９月に開設する給食センターについて。
答　改築事業に係る総事業費は、現在示して
いる16 億 3,861 万 6,000 円が最終である。食
材の供給については、県内産を５割で、そのう
ちの半分程度は本市産のものを使用していく。
給食センターは汚染区域と非汚染区域に分か
れており、有機栽培された野菜で泥が付いたま
ま持ち込まれても、汚染区域で完全に洗浄して
から処理するので、安全性に問題はない。

347 万円
問　委託料におけるニーズ調査の調査件数
と回収方法は。
答　調査件数は就学前の乳幼児の世帯が
700 件、就学児の世帯が 600 件の計 1,300 件
を予定している。回収方法は、未通園児は郵
送で返信用封筒を同封、通園児は通園先、就
学児は小学校を通じて回収をお願いしたい。
意見 放課後児童クラブがどこも不足する
ほど利用者が増加している中で、各施設で
の子供たちの安全管理が問題となってくる。
４月から安全計画の策定が義務化されるが、
新年度が始まる時期でもあるので、安全計
画が問題なく機能するのか、施設任せにす
るのではなく、担当課も積極的に管理・監
督してもらいたい。

問 部活動の地域移行
がなかなか前に進んで
いないのでは。
答　令和６年度、末吉
中学校の５つの部活をモ
デルケースとして実施する
とともに、発生するさまざま
な課題について検討する
予定であり、また、部活
動の地域移行についての
周知・広報が必要と考え、
市のホームページや広報
誌、公式ＬＩＮＥなどで周
知を図っていきたい。

問 今後、施設の存続は。
答　今後も両施設を存続させていく
方向で、大隅は空調の改修を進めて
おり、財部についても早急に改修が
必要なのは空調設備であり、事業費
は大隅と同程度と見込んでいる。

問 財部中央公民館の改修について。
答　支所庁舎完成後、図書館機能
を含め改修する計画であり、図書館
以外の休館期間は１年近くなると考え
ている。休館期間は、既存の財部
支所庁舎の利用を検討している。

障害福祉サービス費

学校給食センター子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料

部活動
地域移行モデル事業

大隅文化会館及び
財部きらめきセンター

財部中央公民館

学校給食センターの完成予想図
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一般会計予算（産業建設常任委員会所管分）

問 本市の農家数と新規
就農に関しての農業委員会
の取組は。
答　農家数は2,845 戸、農
業経営体数は1,750 経営体
あり、農業委員会としては就
農相談や農地に関する相談
に対応している。

3,360 万円
問 広告宣伝の計画とＰＲ
イベントの場所は。
答　地下鉄看板広告や大型
ビルボード広告・インターネット
広告を計画しており、イベント
については、羽田空港内の
イベントブースや東京都や神
奈川県で開催されるイベント
への参加を計画している。

1,734 万円
問 ガードレール等の安全
施設設置は地元要望に対応
できているか。
答　要望を聞きながら対応し
ているが、森林伐採により危
険箇所が増えている。一度
に全て対応することが難しい
ため、危険度の高い箇所か
ら年次的に対応していく。

問 農畜産物生産実績に
ついて。
答　カンショについては、基
腐病等の影響から減少し、
ゴボウについては、短ゴボウ
の周年出荷体制の推進とカン
ショからの転換で伸びている。
また、子牛価格の変動も大き
く影響している。令和４年ま
では微増であったが、令和４
年で初めて500 億円を超え、
令和５年は鶏卵の価格上昇
が大きかった。
意見 農畜産物生産実績
について、国内における本
市の順位を上げる取組をし
てほしい。

8,984 万円
問 森林整備計画推進業
務委託料の内容について。
答　森林所有者で人工林
の手入れをしていない人への
アンケート調査を、令和２年
から令和６年までの５年間で
１万 6,245 人、３万 1,076 筆
を対象に実施しているが、こ
のアンケートで曽於市森林組
合に管理を任せたいと回答が
あった方の森林経営計画を
作成する業務の委託料であ
る。

問 上町土地区画整理事
業について、分譲地の現状
と６年度の売却見込みは。
答　昨年１区画売却し、残
りは32 区画となった。令和６
年度の売却目標は５区画であ
る。

39 万円
問 令和６年度から取り組
む新規事業はどういったも
のなのか。
答　小規模水道等運営支
援業務委託は、小規模水道
組合の施設維持管理などの
困り事について、管工事業
協同組合が相談窓口になり、
小規模水道組合の運営を支
援していくものである。また、
家庭用飲用井戸等整備費補
助金は、井戸を新たに整備
する際や、既存設備の修繕
をする際に補助を行うもので
ある。

農業委員会の取組

畜産ＰＲ広告宣伝費

交通安全施設設置工事

施政方針の
農畜産物生産実績

森林環境譲与税事業

上町土地区画整理事業

小規模水道等
運営支援業務委託

未売却地（赤色の土地）

7 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



令和６年度特別・企業会計予算

問 被保険者数と療養給付費の推移について。
答　平成 29 年度と比較し約 17％減少しているが、療養給付費は25.75％の増となっている。

問 保険料の均等割軽減対象者数について。
答　全体 6,798 人で、７割軽減が 5,176 人、５割軽減が 1,045 人、２割軽減が 577 人である。
反対討論 制度上の問題がある。

問 軽減世帯の人数や割合について。
答　人数と軽減幅は、第１段階が 3,070 人で１万 1,400 円、第２段階が 2,630 人で１万 4,800
円、第３段階が 1,840 人で300 円となっている。この300円というのは、国の低所得者軽減
負担の公費負担の利率が 0.05から0.005に改定されたことにより、減額幅が小さくなったもの
である。また、これらの被保険者の割合は、全体の約 53％である。

※参考（低所得者保険料軽減繰入金の段階ごとの算出基礎）
【令和 5 年度】

曽於市国民健康保険特別会計予算

曽於市後期高齢者医療特別会計予算

曽於市介護保険特別会計予算

議案第 35 号 全会一致　可決

議案第 36 号 賛成多数　可決

議案第 37 号 全会一致　可決

段階

保険料基準額に対する
割合及び保険料額 軽減額 参考

（低所得者保険料軽減繰入金）
【軽減前】 【軽減後】

第1段階 0.455
33,700円

→
→

0.3
22,300円 11,400円 11,400円×3,070人＝ 34,998,000円

第2段階 0.6
44,400円

→
→

0.4
29,600円 14,800円 14,800円×2,630人＝ 38,924,000円

第3段階 0.69
51,100円

→
→

0.685
50,800円 300円 300円×1,840人＝ 552,000円

合計 74,474,000円
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　総額6,857万4,000円の計上であり、設置後10年経過した浄化槽について、設置年
度の古いものから順次、所有者へ無償譲渡を計画的に進めているとの説明がありました。

問 空き家等で連絡がつかない事案はあるか。
答　無償譲渡に関しては、平成 14、15、16 年度設置分については連絡がとれ、同意が得
られているものの、使用料に関しては、滞納となっている件数が 77 件あり、どうしても徴収で
きないものについては、不能欠損※処理が必要となる場合がある。

問 給水負担金の昨年度の実績と令和
６年度の件数見込みについて。
答　令和４年度は96 件であり、令和６年
度は前年度と同様に130 件を見込んでい
る。見込み件数が多いのは、集合住宅
が建つと一気に件数が増加するため、余
裕を持った見込みとしている。

問 配管詰り処理委託料について。
答　対象となるのは下水道本管で、処理
委託の実績としては、令和５年度はなかっ
たが、令和４年度は２件あった。

問 公共下水道の普及について。
答　令和３年度末の接続数は 1,790 戸
で、令和４年度末では34 戸増の1,824 戸
となっており、今後も普及に取り組みたい。

曽於市生活排水処理事業特別会計予算

曽於市水道事業会計予算曽於市公共下水道事業会計予算

議案第 38 号 全会一致　可決

議案第 39 号 全会一致　可決議案第 40 号 全会一致　可決

下水道浄化センター

　曽於市議会では定例会の様子をイン
ターネットによるライブ中継や録画配信
でご覧いただけます。
　パソコンのほか、スマートフォンやタ
ブレット端末でも視聴できます。
　インタ ー ネット
から曽於市ホーム
ページへアクセス
するほか、右記 QR
コードからもアクセ
スできます。

※不能欠損とは、未納となっている市税や住宅使用料などの市の債権について、様々な理由で徴収の見通しが立たなくなったこと
で債権が消滅したときに行われる決算上の取扱いをいいます。

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等

か
ら
主
な
審
査
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

Topic1

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

議
案
第
27
号

全
会
一
致

可
決

今
回
の
補
正
予
算
は
、
各
事
業

の
確
定
及
び
執
行
見
込
み
に
よ
る

増
減
が
主
な
も
の
で
す
。

４
億
２
４
７
８
万
円
減
額

予
算
総
額

２
９
７
億
５
７
４
６
万
円

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
消
防
団
へ
の
分
団
運
営

交
付
金
28
万
円
の
減
額
】

問

分
団
運
営
交
付
金
の
減
額
の

理
由
は
。

答

１
分
団
５
万
円
、
団
員
一
人

当
た
り
５
０
０
０
円
の
運
営
交
付
金

を
全
分
団
に
交
付
し
た
こ
と
に
伴
う

執
行
見
込
み
に
よ
る
減
額
で
あ
る
。

問

団
員
確
保
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
対
応
策
は
。

答

こ
れ
ま
で
に
出
動
報
酬
額
の

見
直
し
を
行
い
、
ま
た
、
消
防
団

に
対
す
る
研
修
等
も
実
施
し
て
き

た
が
、
団
員
確
保
に
は
苦
慮
し
て

い
る
。文

教
厚
生
常
任
委
員
会

（
岩
水
豊
委
員
長
）

【
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

管
理
費
の
指
定
管
理
料
増
額
】

問

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
管

理
費
の
指
定
管
理
料
増
額
の
理
由
は
。

答

脱
衣
所
の
エ
ア
コ
ン
と
敷
地

内
の
ポ
ン
プ
が
故
障
し
、
本
来
な

ら
市
で
修
繕
を
発
注
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
特
に
エ
ア
コ
ン
の
修

理
は
冬
場
で
急
を
要
し
た
た
め
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
た
結
果
、

指
定
管
理
者
側
に
修
繕
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
補
塡
分
と
し
て

指
定
管
理
料
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
る
。

意
見

会
計
上
は
問
題
が
な
い
と

し
て
も
、
指
定
管
理
料
が
増
え
た

こ
と
に
な
り
、
実
際
の
指
定
管
理

料
が
見
え
な
く
な
る
の
で
、
施
設

修
繕
費
で
計
上
す
る
よ
う
に
。

【
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー

管
理
費
の
指
定
管
理
料
増
額
】

問

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー

管
理
費
の
指
定
管
理
料
増
額
の
理
由
。

答

黒
字
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

経
常
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
見

込
み
と
な
っ
た
た
め
、
赤
字
補
塡

す
る
分
を
指
定
管
理
料
と
し
て
計

上
し
た
。

意
見

赤
字
の
場
合
は
協
議
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
が
、
安
易

な
赤
字
補
塡
で
は
な
く
、
ま
ず
は

経
営
努
力
な
ど
に
よ
る
改
善
を
進

め
る
よ
う
に
。

【
大
隅
文
化
会
館
空
調
設
備
工
事
費

８
０
４
３
万
２
０
０
０
円
】

問

※

繰
越
明
許
費
補
正
の
工
事

は
夏
ま
で
に
完
了
す
る
の
か
。

答

最
低
で
も
６
か
月
は
必
要
で
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と
の
協
議
が

終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は

未
定
で
あ
る
。

意
見

大
隅
文
化
会
館
の
空
調
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
の
必
要

な
時
期
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
取

り
組
ま
れ
た
い
。

Topics

第１回定例会

令和 6 年
2月22日から

3月27日まで

（35日間）

消防出初式

財部温泉健康センターでの現地調査

※
繰
越
明
許
費
と
は
…
年
度
内
に
そ
の
支
出
が

終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
歳
出
予
算
に
つ
い

て
、
翌
年
度
に
繰
越
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
定

め
る
も
の
で
す
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合
昌
昭
委
員
長
）

【
歳
入
の
思
い
や
り
ふ
る
さ
と

寄
附
金
の
減
額
】

問

歳
入
の
思
い
や
り
ふ
る
さ
と

寄
附
金
の
減
額
に
つ
い
て
、
状
況

を
分
析
し
て
い
る
か
。

答

昨
年
10
月
の
制
度
改
正
に
よ

る
駆
け
込
み
需
要
が
あ
っ
た
た
め
、

従
来
年
末
に
あ
る
需
要
が
減
っ
た

こ
と
と
、
制
度
改
正
に
伴
う
寄
附

金
額
の
見
直
し
な
ど
が
影
響
し
、

目
標
額
に
届
か
な
か
っ
た
と
分
析

し
て
い
る
。

【
畜
産
課
関
係
各
種
補
助
金
減
額
】

問

減
額
補
正
に
関
連
し
た
畜
産

農
家
の
経
営
状
況
は
。

答

繁
殖
農
家
を
中
心
に
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
導

入
保
留
頭
数
の
減
少
や
、
規
模
拡

大
・
機
械
化
の
計
画
を
中
止
・
延

期
す
る
農
家
も
あ
り
、
若
手
農
家

の
離
農
も
数
件
出
て
き
て
い
る
。

Topic2

市
役
所
大
隅
支
所
庁
舎
改
築

本
体
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

議
案
第
41
号

賛
成
多
数

可
決

市
役
所
大
隅
支
所
庁
舎
改
築
本

体
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る

た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、渡
辺・

川
原
田
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
が
５
億
１
３
７
０
万
円
で
落
札

し
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

問

関
連
工
事
の
入
札
に
お
い
て

※

低
入
札
価
格
調
査
ま
で
至
っ
た

事
案
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

決
定
し
た
の
か
。

答

入
札
審
査
委
員
会
で
入
札
価

格
の
理
由
、
当
該
企
業
の
経
営
内

容
、
信
用
状
況
、
技
術
的
な
内
容

等
を
調
査
し
、今
回
の
決
定
に
至
っ
た
。

問

施
設
に
設
置
さ
れ
る
「
み
ん

な
の
ト
イ
レ
」
は
ど
の
よ
う
な
仕

様
か
。

答

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
意
見

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
子
供
連
れ

や
車
椅
子
の
方
も
利
用
で
き
る
設

計
で
あ
る
。

Topic3

一
定
所
得
以
下
の
介
護
保
険

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
へ

議
案
第
9
号

全
会
一
致

可
決

令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で

の
第
１
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険

料
の
額
を
、
従
前
の
９
段
階
部
分

を
細
分
化
し
て
13
段
階
ま
で
と
し
、

一
定
の
所
得
以
下
の
被
保
険
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

問

今
回
の
改
正
に
よ
る
保
険
料

の
改
定
率
は
ど
の
程
度
か
。

答

基
準
額
と
な
る
第
５
段
階
で

対
前
期
マ
イ
ナ
ス
５
９
０
０
円
、

７
・
４
％
程
度
減
額
さ
れ
る
。

※
低
入
札
価
格
調
査
と
は
…
建
設
工
事
請
負
契

約
に
関
わ
る
競
争
入
札
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、

最
低
制
限
価
格
を
設
け
な
い
場
合
に
「
低
入
札

価
格
調
査
を
行
う
場
合
の
基
準
と
な
る
価
格

（
調
査
基
準
価
格
）」
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。調

査
基
準
価
格
を
設
け
た
建
設
工
事
請
負
契

約
の
入
札
の
結
果
、
最
低
価
格
で
入
札
し
た
業

者
の
価
格
が
調
査
基
準
価
格
を
下
回
っ
た
場
合
、

『
そ
の
工
事
が
契
約
ど
お
り
に
履
行
さ
れ
な
い

可
能
性
が
な
い
か
』
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

主
な
調
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
そ
の
価
格
で
入
札
し
た
理
由

・
契
約
対
象
工
事
付
近
に
関
連
す
る
手
持
工

事
の
状
況

・
手
持
資
材
の
状
況

・
資
材
購
入
先
及
び
資
材
購
入
先
と
入
札
者

と
の
関
係

調
査
の
結
果
、
契
約
ど
お
り
に
履
行
さ
れ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
そ
の
入
札
者
と
契
約
し
、

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
次
の
順
位
の
入
札

者
と
契
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆　曽於市議会議員と意見交換会をしてみませんか？　◆
　曽於市議会では、今年度、各種団体等からの申込みによる「意見交換会」を計画しました。
市民の皆様の多様なご意見等を今後の議会活動の参考とさせていただきたいので、どうぞ、こ
の機会にお申込みください。

◆対象となる団体　市内に所在する５名以上の各種団体（企業・公民館・PTA・NPO・学生等）
◆�お申込み方法　�希望日時や意見交換のテーマなどを申込書に記入していただき、参加者名

簿を添えて提出していただく必要があります。

　まずはお電話にて、曽於市議会事務局（0986-76-8816（直通）※平日 8:30 ～ 17:15 のみ）
へお問合せください。（お申込みの状況によっては、ご要望に応じることができない可能性があ
ります。あらかじめご了承ください。）

11 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



議決結果一覧
迫議員は議長のため、議決に加わることはできないが､ 投票による表決の場合で可否同数になった
ときは、議長が可否を決定する（裁決権）ことになる。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外
（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中
雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上

弘
幸

片
田

洋
志

重
久

昌
樹

鈴
木

栄
一

上
村

龍
生

岩
水

豊

渕
合
昌
昭

今
鶴

治
信

九
日

克
典

土
屋

健
一

原
田
賢
一
郎

山
田

義
盛

渡
辺

利
治

久
長
登
良
男

徳
峰

一
成

結

果

議
案

第34号

令和６年度曽於市一般会計予算について
（産業建設常任委員長から提出された修正案） ○ ● ○ ● 欠

席○
欠
席○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● 可

決

令和６年度曽於市一般会計予算について
（文教厚生常任委員長から提出された修正案） ○ ○ ○ ○ 欠

席●
欠
席○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 可

決

第36号 令和６年度曽於市後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ 欠
席○

欠
席○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可

決

第41号 請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ 欠
席○

欠
席○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 可

決

陳情
第 1～ 3号 川内原発 20年延長に関する陳情書
第 5号 市長選挙と市議会議員選挙の同時開催を求める陳情書

賛否が別れた案件

継続審査となった案件

第１回定例会で全会一致で可決された案件

区分 議案番号 件名・内容

承認案 第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度曽於市
一般会計補正予算（第 11号）

議

案

第１号 曽於市条例の読点の表記を改める条例の制定について

第２号 曽於市条例で定める様式における敬称の見直しに伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について

第３号 曽於市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

第４号 曽於市手数料条例の一部改正について

第５号 曽於市出産祝金支給条例の一部改正について

第６号 曽於市ひとり親家庭医療費助成金支給条例の一部改正に
ついて

第７号 曽於市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正について

第８号 曽於市重度心身障害者医療費助成条例の一部改正について

第９号 曽於市介護保険条例の一部改正について

第10号
曽於市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関す
る条例の一部改正について

第11号 曽於市工業開発促進条例の一部改正について

第12号 曽於市営住宅条例の一部改正について

第13号 曽於市地域振興住宅条例の一部改正について

第14号 曽於市上下水道事業の設置等に関する条例の一部改正に
ついて

第15号 曽於市水道事業給水条例の一部改正について

第16号 曽於市立学校給食センターの設置及び管理に関する条例
の一部改正について

第17号 曽於市教職員住宅条例の一部改正について

第18号 曽於市曽於高等学校総合支援対策事業実施条例の一部改
正について

第19号 曽於市社会教育委員条例の一部改正について

第20号 曽於市地区運動施設の設置及び管理に関する条例の一部
改正について

区分 議案番号 件名・内容

議

案

第21号 曽於市地区公民館の設置及び管理に関する条例の一部改
正について

第22号 曽於市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について

第23号 曽於市監査委員条例の一部改正について

第24号 曽於市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について

第25号 曽於市末吉諏訪地区農業研修センターの設置及び管理に
関する条例の廃止について

第26号 曽於市文化施設運営委員会設置条例の廃止について

第27号 令和５年度曽於市一般会計補正予算（第 12号）について

第28号 令和５年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
について

第29号 令和５年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４
号）について

第30号 令和５年度曽於市介護保険特別会計補正予算（第４号）に
ついて

第31号 令和５年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正予算（第
５号）について

第32号 令和５年度曽於市水道事業会計補正予算（第４号）について

第33号 令和５年度曽於市公共下水道事業会計補正予算（第３号）
について

第34号 令和６年度曽於市一般会計予算について
（修正議決した部分を除く原案）

第35号 令和６年度曽於市国民健康保険特別会計予算について

第37号 令和６年度曽於市介護保険特別会計予算について

第38号 令和６年度曽於市生活排水処理事業特別会計予算について

第39号 令和６年度曽於市水道事業会計予算について

第40号 令和６年度曽於市公共下水道事業会計予算について

第42号 令和５年度曽於市一般会計補正予算（第 13号）について

発
議

第１号 「錦江湾横断道路」の早期事業化を求める意見書案

第２号 曽於市議会規則の読点の表記を改める規則の制定について
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市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

（　　）内は会派または政党名を記載しています。

一般質問
9名の議員登壇

◆ 令和６年２月 29 日

1 ．重
しげ
久
ひさ
昌
まさ
樹
き
（無所属自由クラブ） …………………………………………P14

○道路管理　　○旧岩川小学校跡地の活用

2 ．渡
わた
辺
なべ
利
とし
治
はる
（創政会） ………………………………………………………P15

○農業政策　　○旧久木原医院跡地利用　　○財部温泉健康センターの今後の活用策

3 ．徳
とく
峰
みね
一
かず
成
なり

（日本共産党） …………………………………………………P16
○旧久木原医院跡地購入断念と子どもと大人の未来館構想　
○財部温泉健康センター無償譲渡　　○末吉小改築 31億円の基本方針を問う　
○末吉本庁舎と支所改築の事業費を問う

◆ 令和６年３月４日

4 ．上
かみ
村
むら
龍
たつ
生
お
（創政会） ………………………………………………………P17

○財部温泉健康センター無償譲渡　　○支所新築に伴う再編後の人員配置
　※掲載以外の質問項目　　○旧久木原医院跡地利用

5 ．片
かた
田
だ
洋
ひろ
志
し
（れいわ会） ……………………………………………………P18

○市民のライフラインである水道事業　　○旧久木原医院跡地　　○放課後児童クラブ

6 ．今
いま
鶴
づる
治
はる
信
のぶ

（創志会） ………………………………………………………P19
○財部温泉健康センターの無償譲渡　　○旧久木原医院跡地利用　　○曽於市育英奨学金制度

◆ 令和６年３月５日

7 ．瀬
せ
戸
と
口
ぐち
恵
え
理
り
（さくら会） …………………………………………………P20

○子どもの安全　　○生物多様性に関する取組　　○財部温泉健康センター

8 ．山
やま
中
なか
雅
まさ
人
と
（さくら会） ……………………………………………………P21

○旧久木原医院跡地の取得計画の経緯　　○令和６年度施政方針　　○本市の防災対策

9 ．岩
いわ
水
みず
豊
ゆたか

（新生会） …………………………………………………………P22
○温泉保養券　　○財部温泉健康センター　　○子どもと大人の未来館（案）構想

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50分以内です。



問

森
林
伐
採
の
件
数
と

面
積
の
推
移
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問

今
後
は
ど
の
よ
う
に

推
移
す
る
と
考
え
る
か
。

耕
地
林
務
課
長

５
０
０

ha
前
後
で
推
移
す
る
と
思

わ
れ
る
。

問

森
林
伐
採
が
進
め
ば

危
険
箇
所
も
増
え
て
く
る
。

予
算
を
増
や
し
て
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
し
、
危
険

箇
所
の
解
消
に
つ
な
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

優
先
度
を
確
認
し

な
が
ら
計
画
的
に
進
め
、

予
算
を
増
や
す
必
要
が
あ

れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

問

下
須
田
木
自
治
会
公

民
館
か
ら
県
道
志
柄
宮
ヶ

原
福
山
線
へ
の
道
路
は
、

倒
木
も
あ
り
高
所
伐
採
等

が
必
要
な
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
る
が
改
良
計
画
は
。

土
木
課
長

排
水
路
整
備

事
業
で
整
備
し
て
い
く
。

旧
岩
川
小
学
校
跡
地
の
活
用

問

弥
五
郎
ど
ん
の
渋
谷

お
は
ら
祭
へ
の
参
加
は
。

市
長

来
年
は
弥
五
郎
ど

ん
祭
り
１
０
０
０
年
と
曽

於
市
誕
生
20
年
の
記
念
の

年
と
な
る
。
参
加
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

問

弥
五
郎
ま
つ
り
館
の

展
示
物
を
旧
岩
川
小
学
校

跡
地
へ
移
動
で
き
な
い
か
。

市
長

弥
五
郎
ど
ん
祭
り

に
来
た
人
が
歴
史
を
知
る

こ
と
は
大
事
で
あ
る
。
十

分
検
討
し
て
い
く
。

問

弥
五
郎
ど
ん
の
国
の

無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の

状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長

昨
年
の

３
月
に
調
査
報
告
書
を
国

に
提
出
し
て
い
る
。
今
後
、

文
化
審
議
会
を
経
て
文
化

財
指
定
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
時
期
は
明
確
に
は
分

か
ら
な
い
。

問

弥
五
郎
ど
ん
祭
り
１

０
０
０
年
に
合
わ
せ
た
町

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長

行
政
と
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
町
づ
く
り
に

努
め
て
い
く
。

問

保
存
会
、
実
行
委
員

会
等
を
交
え
た
検
討
会
の

実
施
は
。

市
長

早
急
に
会
を
実
施

す
る
。

森林伐採により発生する市道・
農道の危険箇所の実態把握は

一般質問の録画

Link

Answer
市長／ パトロールや地元からの通報により現

地確認し安全対策を実施している

道
路
管
理

ちょっと
ひとりごと

弥五郎どん祭りで
地域おこしを

重
しげ

久
ひさ

昌
まさ

樹
き

（無所属自由クラブ）

Question

年度 件数(件） 面積（ha）

平成30年度 1,599 712

令和元年度 640 439

令和２年度 821 490

令和３年度 1,230 541

令和４年度 1,311 498

道路下の伐採跡地

昭和 8年当時の写真
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問

施
政
方
針
に
お
け
る

農
畜
産
物
生
産
実
績
の
畜

産
部
門
総
生
産
額
の
前
年

比
は
５
・
４
％
の
増
と
あ

る
が
、
統
計
数
値
の
公
表

の
在
り
方
と
し
て
誤
解
を

招
く
の
で
は
な
い
か
。

市
長

事
実
に
基
づ
い
て

公
表
し
て
い
る
が
、
指
摘

は
受
け
止
め
る
。

畜
産
課
長

畜
種
別
の
生

産
額
は
、
肉
用
牛
は
前
年

の
92
・
７
％
、
鶏
卵
は
前

年
の
１
３
０
％
で
あ
る
。

鶏
卵
の
伸
び
が
生
産
額
増

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

問

牛
舎
改
築
、
パ
ド
ッ

ク
牛
舎
助
成
の
見
直
し
を
。

市
長

具
体
的
な
形
で
、

農
家
の
声
を
掴
ん
で
い
な

か
っ
た
。
畜
産
振
興
協
議

会
に
提
案
し
、議
論
し
た
い
。

問

カ
ン
シ
ョ
基
腐
れ
病

対
策
に
排
水
事
業
も
取
り

入
れ
る
べ
き
で
は
。

市
長

今
の
提
案
を
受
け
、

担
当
課
や
農
林
業
技
術
員

連
絡
協
議
会
で
十
分
検
討

し
て
い
く
。

問

茶
業
振
興
へ
の
対
策
は
。

市
長

茶
工
場
も
５
年
前

に
比
べ
６
件
減
少
し
た
。

今
の
茶
業
界
の
現
状
は
把

握
し
て
い
る
。

旧
久
木
原
医
院
跡
地
利
用

問

２
年
前
に
否
決
さ
れ

た
も
の
を
再
提
案
し
よ
う

と
し
た
理
由
は
。

市
長

子
供
た
ち
が
夢
と

希
望
を
持
て
る
よ
う
な
環

境
が
必
要
だ
と
思
い
再
提

案
し
よ
う
と
し
た
が
、
債

権
者
と
の
話
し
合
い
の
現

況
か
ら
現
状
で
は
難
し
い

と
思
い
、
予
算
を
省
い
た
。

問

郷
土
の
著
名
人
た
ち

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
整
備

費
用
は
。

市
長

算
出
し
て
い
な
い
。

問

約
１
億
円
の
案
件
を

予
算
計
上
し
な
い
こ
と
に

異
論
は
な
か
っ
た
か
。

市
長

異
論
は
な
か
っ
た
。

問

提
案
さ
れ
た
活
用
策

全
て
の
施
策
で
、
末
吉
一

極
集
中
と
な
り
、
遠
く
の

子
供
た
ち
に
不
公
平
感
が

あ
る
と
思
う
が
対
策
は
。

市
長

乗
合
タ
ク
シ
ー
を

活
用
す
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
が
あ
る
と
思
う
。

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
活
用
策

問

無
償
譲
渡
を
含
め
、

公
募
前
か
ら
西
日
本
工
業

あ
り
き
で
公
募
し
て
も
ほ

か
の
応
募
者
が
引
け
目
を

感
じ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

引
け
目
を
感
じ
る

か
分
か
ら
な
い
が
、
公
募

さ
れ
た
中
で
競
争
し
て
い

た
だ
き
、
き
ち
ん
と
評
価

し
た
上
で
決
定
し
た
い
。

再生産できる明るい
農業政策にもっと力を

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

市長／国県の支援策を見ながら検討する

農
業
政
策

ちょっと
ひとりごと

職業に関わらず
支援の充実を
提案は慎重に

渡
わた

辺
なべ

利
と し

治
はる

（創政会）

引き続き茶業振興の支援を

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



問

市
は
旧
久
木
原
医
院

跡
地
を
購
入
、
３
千
万
円

の
改
修
費
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
本
部
の
財
部
か
ら

の
移
転
を
含
む
７
つ
の
施

設
を
「
子
ど
も
と
大
人
の

未
来
館
」
と
し
て
集
約
す

る
計
画
で
あ
る
。
３
千
万

円
で
改
修
で
き
る
の
か
、

算
定
根
拠
を
聞
き
た
い
。

市
長

３
千
万
円
を
上
限

に
補
修
し
た
い
。

問

算
定
根
拠
が
な
く
、

納
得
で
き
な
い
。
次
に
、

「
子
ど
も
と
大
人
の
未
来

館
」
構
想
は
、
市
長
の
思

い
つ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長

今
後
、
子
供
の
遊

び
場
を
含
む
各
施
設
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
。

問

基
礎
資
料
が
な
い
現

状
で
は
白
紙
に
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長

３
月
の
久
木
原
医

院
の
競
売
の
結
果
を
み
て

判
断
し
た
い
。

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

無
償
譲
渡

問

市
は
都
城
の
会
社
に

建
物
を
無
償
譲
渡
、
土
地

を
無
償
貸
与
。
一
方
、
会

社
は
、
宿
泊
施
設
や
老
人

向
け
低
家
賃
住
宅
な
ど
５

項
目
の
施
設
を
整
備
す
る

方
針
で
あ
る
。
し
か
し
、

５
項
目
の
事
業
計
画
書
、

収
支
計
画
書
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。
現
状
で
は
白
紙

に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

こ
れ
か
ら
会
社
に

計
画
書
の
提
出
を
求
め
た

い
。

問

議
会
は
現
状
で
は
判

断
材
料
が
な
い
。
白
紙
に

戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

私
は
引
き
続
き
無

償
譲
渡
の
立
場
で
続
け
た

い
。

末
吉
本
庁
舎
と
支
所
改
築
の

事
業
費
を
問
う

問

こ
れ
ら
３
施
設
の
事

業
費
を
聞
き
た
い
。

市
長

合
計
で
38
億
６
６

２
５
万
６
千
円
で
あ
る
。

末
吉
小
改
築
31
億
円
の

基
本
方
針
を
問
う

問

31
億
円
で
で
き
る
か
。

教
育
長

上
限
額
が
上
昇

す
る
可
能
性
は
あ
る
。

子どもと大人の未来館
財部温泉の無償譲渡は
白紙に戻すべき

一般質問の録画

Link

Answer

市長／議会の了解を得て進めたい

旧
久
木
原
医
院
跡
地
購
入
断
念
と

子
ど
も
と
大
人
の
未
来
館
構
想

ちょっと
ひとりごと

大型・ハコモノ事
業は極力抑えて、
暮らし第一の市政
のカジ取りを ※建設計画では、運動場と校舎の配置が逆となる。

　建設費に加え、砂ぼこり対策や大イチョウ対策が課題となる。

※財部中央公民館は令和８年３月完成予定

４施設の建設費

運動場から見た末吉小学校

Question

徳
と く

峰
みね

一
かず

成
なり

（共産党）

施設 完成予定 建設費
末吉本庁 Ｒ８．３月 ７億5,079万9千円

大隅支所・公民館 Ｒ７．３月 18億5,365万8千円
財部支所・公民館 Ｒ７．３月 12億6,179万9千円
末吉小学校 Ｒ10年度 31億3,226万8千円
総事業費 69億9,852万4千円
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問

令
和
７
年
５
月
の
新

築
支
所
運
用
開
始
時
の
体

制
は
。

市
長

両
支
所
の
課
を
３

課
か
ら
２
課
に
縮
小
し
、

配
置
職
員
の
数
は
２
減
を

計
画
し
て
い
る
。

問

住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

が
心
配
さ
れ
る
。
サ
ー
ビ

ス
低
下
を
防
ぐ
方
策
は
。

市
長

証
明
書
発
行
等
は

支
所
で
行
い
、
相
談
事
務

で
対
応
が
困
難
な
も
の
は

支
所
受
付
に
リ
モ
ー
ト
窓

口
を
新
設
す
る
。

問

支
所
再
編
で
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
時
、

大
隅
支
所
の
場
合
、
支
所

か
ら
遠
方
の
地
域
、
大
隅

北
・
須
田
木
・
神
牟
礼
・

大
隅
南
等
、
支
所
に
行
く

の
で
さ
え
30
分
以
上
か
か

る
地
域
が
あ
る
。
こ
れ
が

大
隅
支
所
で
の
対
応
が
不

可
能
に
な
れ
ば
本
庁
扱
い

と
な
り
、
時
間
が
さ
ら
に

か
か
り
不
便
に
な
る
。

そ
こ
で
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
対
策
と
し
て
、
以
前
か

ら
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
郵

便
局
体
制
は
、
簡
易
郵
便

局
を
含
め
、
最
も
充
実
し

た
機
関
で
あ
る
。
こ
の
郵

便
局
に
市
の
端
末
機
等
を

設
置
し
連
携
で
き
な
い
か
。

市
長
・
課
長

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

対
応
の
検
討
を
し
て
い
る
。

問

人
員
不
足
の
影
響
な

の
か
、
大
隅
支
所
で
昼
食

時
の
受
付
業
務
が
弁
当
を

食
べ
な
が
ら
の
対
応
を
し

て
い
る
と
の
情
報
も
あ
る
。

支
所
新
築
後
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
十

分
な
対
策
を
求
め
る
が
。

市
長

考
慮
す
る
。

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

無
償
譲
渡

問

無
償
譲
渡
に
つ
い
て

適
正
手
続
き
面
を
含
め
て

質
問
す
る
。
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
時
価
評
価
額
は
い

く
ら
か
。

市
長

実
売
買
価
格
で
１

億
５
７
３
５
万
円
で
あ
る
。

問

無
償
譲
渡
時
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
法
令

遵
守
で
終
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
道
徳
・
倫
理
観
の

遵
守
を
含
む
と
言
わ
れ
て

い
る
。
道
徳
・
倫
理
観
は

最
終
的
に
は
公
平
・
公
正

の
立
場
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
今
回
、
市
長
は
本

市
の
１
億
円
以
上
の
公
有

財
産
を
、
い
き
な
り
特
定

の
業
者
に
無
償
譲
渡
話
で

持
ち
掛
け
て
い
る
。
こ
れ

が
公
平
・
公
正
に
な
る
の

か
、
非
常
に
疑
問
で
あ
る
。

業
者
と
の
癒
着
を
疑
わ
れ

な
い
よ
う
公
平
・
公
正
な

処
分
方
法
を
求
め
る
が
。

市
長

公
募
に
よ
る
無
償

譲
渡
の
手
続
き
で
考
え
た
い
。

大隅・財部支所新築後の
職員体制は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

支
所
新
築
に
伴
う

再
編
後
の
人
員
配
置

ちょっと
ひとりごと

大隅・財部の衰
退が激しすぎる

大隅支所工事現場

財部温泉健康センター

上
かみ

村
むら

龍
たつ

生
お

（創政会）
市長／ 住民サービス低下を招かないよう

工夫する

17 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。



もっとも古い水道管は何年
経過しているか

一般質問の録画

Link

Answer
市長／ 昭和 43 年布設で 54 年余り
　　　経過している

ちょっと
ひとりごと

実態把握を！

Question

片
かた

田
だ

洋
ひろ

志
し

（れいわ会）

問

市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
水
の
供
給
が
災

害
時
に
停
止
し
た
場
合
に
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
準
備

し
て
い
る
か
。

市
長

曽
於
市
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
応
急
復

旧
や
応
急
給
水
を
実
施
す

る
計
画
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
水
源
地

等
施
設
の
被
災
確
認
に
よ

る
水
源
確
保
や
運
搬
給
水

等
に
よ
り
給
水
活
動
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
被
災
に

よ
る
広
域
断
水
で
給
水
車

に
よ
る
給
水
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
日
本
水

道
協
会
等
へ
応
援
を
要
請

す
る
。

問

使
用
し
て
い
る
水
道

管
の
種
類
は
。
ま
た
、
耐

用
年
数
は
。

市
長

平
成
26
年
度
ま
で

は
、
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管
、

硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管
、

平
成
27
年
度
か
ら
、
耐
震

適
合
管
で
あ
る
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
、
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
を
使
用
し
て

い
る
。

耐
用
年
数
は
、
38
年
か

ら
40
年
で
あ
る
。

問

水
道
管
の
更
新
計
画

は
あ
る
か
。

市
長

水
道
管
の
更
新
計

画
は
、
以
後
10
年
間
の
水

道
事
業
整
備
計
画
を
毎
年

見
直
し
な
が
ら
、
重
要
度

を
見
極
め
実
施
し
て
い
く
。

旧
久
木
原
医
院
跡
地

問

建
物
取
得
に
つ
い
て

の
事
業
概
算
額
の
説
明
は

あ
っ
た
が
、
年
間
維
持
費

と
事
業
費
は
ど
の
程
度
考

え
て
い
た
の
か
。

市
長

旧
久
木
原
医
院
跡

地
に
つ
い
て
現
段
階
で
内

容
が
確
定
し
て
い
な
い
の

で
積
算
し
て
い
な
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
者
と
利
用
で
き
て

い
な
い
状
況
を
把
握
し
て

い
る
か
。

市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
水
道
事
業

市
長

令
和
６
年
１
月
末

現
在
、
利
用
者
７
５
１
人

で
、
利
用
で
き
て
い
な
い

状
況
は
、
保
護
者
要
望
が

合
わ
な
い
事
例
は
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
他
は
把
握

し
て
い
な
い
。

問

各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
入
所
に
あ
た
り
、
平

等
な
受
け
入
れ
を
指
導
し

て
い
る
か
。

市
長

現
在
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
に

関
し
、
指
導
は
し
て
い
な

い
。
今
後
、
指
導
助
言
を

行
う
。

R 元年現在水道管の現況（曽於市は R4年度現在）

地域 耐震化率 耐震適合率 経年化率 更新率

全国 22.5％ 36.7％ 21.1％ 0.7％

鹿児島県 10.7％ 22.1％ 20.0％ 0.7％

大隅地域 9.3％ 22.7％ 22.7％ 0.3％

曽於市 31.6％ 31.6％ 42.0％ 0.37％

久木原医院跡地

18曽於市議会だより№ 76　令和 6年 5月 1日発行



問

財
部
温
泉
健
康
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
市
内
外

の
内
訳
は
。

保
健
課
長

曽
於
市
内

47
・
６
％
、
市
外
52
・
４
％

で
あ
る
。

問

民
間
企
業
に
無
償
譲

渡
し
た
場
合
、
利
用
料
金

が
大
幅
に
値
上
げ
す
る
の

で
は
な
い
か
。

市
長

無
償
譲
渡
し
た
企

業
と
話
し
合
い
、
な
る
べ

く
値
上
げ
を
抑
え
た
料
金

を
お
願
い
す
る
。

問

こ
れ
ま
で
運
営
し
て

い
た
送
迎
バ
ス
は
、
継
続

す
る
の
か
。

市
長

送
迎
バ
ス
は
廃
止

し
て
、思
い
や
り
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

問

も
し
赤
字
経
営
に

な
っ
た
ら
閉
館
の
可
能
性

が
あ
る
。
無
償
譲
渡
は
、

し
っ
か
り
し
た
事
業
計
画

を
立
て
て
慎
重
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

毎
年
約
３
千
万
円

の
指
定
管
理
費
を
支
払
っ

て
い
る
の
で
、
民
間
に
無

償
譲
渡
し
た
い
。

旧
久
木
原
医
院
跡
地
利
用

問

外
壁
の
落
下
や
空
調

設
備
の
老
朽
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
市
長
は
、
は
じ
め

に
医
院
の
取
得
あ
り
き
で
、

具
体
的
な
必
要
性
は
全
く

感
じ
ら
れ
な
い
。
既
存
の

公
共
施
設
で
充
分
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

先
人
た
ち
の
功
績

や
ス
ズ
ム
シ
・
メ
ダ
カ
・

カ
ブ
ト
虫
等
の
飼
育
を
通

し
て
子
供
た
ち
の
未
来
・

夢
の
実
現
に
役
立
つ
施
設

に
な
る
と
思
う
。

曽
於
市
育
英
奨
学
金
制
度

問

現
在
、
育
英
奨
学
金

を
利
用
し
て
い
る
総
数
は
。

教
育
長

次
の
と
お
り
で

あ
る
。

問

育
英
奨
学
金
の
利
用

者
で
現
在
、
曽
於
市
に
居

住
し
て
い
る
人
数
は
。

教
育
長

現
在
、
返
済
途

中
の
１
２
６
人
の
内
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
方
は
、

40
人
で
あ
る
。

問

こ
れ
か
ら
の
曽
於
市

を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
、

奨
学
金
の
利
用
者
で
、
卒

業
後
、
曽
於
市
に
居
住
さ

れ
る
方
に
対
し
て
、
借
り

た
奨
学
金
の
一
部
を
給
付

型
と
す
る
制
度
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

財部温泉健康センターの
無償譲渡

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／ 3 月中に無償譲渡の公募につい

て要項の内容を議会に説明する

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

の
無
償
譲
渡

ちょっと
ひとりごと

これ以上の箱物
行政はやめて、
人材育成に
投資すべき！

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

（創志会）

教
育
長

今
の
育
英
奨
学

金
制
度
に
給
付
型
を
加
え

る
の
は
難
し
い
が
、
国
の

奨
学
金
を
活
用
し
た
地
方

定
着
促
進
制
度
が
あ
り
、

奨
学
金
返
還
支
援
に
要
し

た
費
用
に
対
す
る
特
別
交

付
税
措
置
が
あ
る
よ
う
な

の
で
、
そ
う
い
っ
た
制
度

を
う
ま
く
使
え
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

問

曽
於
市
で
も
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

卒
業
後
、
曽
於
市

に
帰
っ
て
き
て
様
々
な
形

で
貢
献
し
て
も
ら
う
こ
と

が
私
た
ち
の
願
い
。
そ
う

い
っ
た
若
者
の
た
め
に
一

番
い
い
方
法
を
再
度
検
討

す
る
。

学校の種別 利用人数
国公立大学 18人
私立大学 21人
短期大学 2人

工業高等専門学校 2人
専門学校 8人
高　校 3人
合　計 54人
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問

策
定
内
容
は
確
認
し

て
い
る
か
。
誰
が
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
安
全
確
保
で
き

る
仕
組
を
。

こ
ど
も
未
来
課
長

来
年

度
以
降
、
確
認
し
て
い
く
。

問

学
童
保
育
へ
の
利
用

料
補
助
を
。

市
長

現
在
は
考
え
て
い

な
い
。

問

学
童
保
育
の
補
助
的

な
位
置
づ
け
と
な
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
利
用

料
と
そ
の
補
助
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長

１
時

間
６
０
０
円
を
予
定
。

市
長

補
助
は
利
用
状
況

を
み
て
検
討
す
る
。

問

本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
（
学
校

外
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
）
の
取
組
は
。

教
育
長

現
在
、
７
校
が

導
入
。
来
年
度
中
に
は
全

て
の
学
校
で
導
入
し
た
い
。

問

横
浜
市
立
東
山
田
中

学
校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
学

校
設
備
に
よ
る
事
故
を
予

防
す
る
「
か
か
り
つ
け
エ

ン
ジ
ニ
ア
」
を
樹
木
医
の

よ
う
な
専
門
家
で
あ
る
技

術
士
（
国
家
資
格
）
が
担

う
取
組
を
始
め
て
い
る
が
。

教
育
長

学
校
の
先
生
は

安
全
点
検
に
お
い
て
は
素

人
。
専
門
家
に
診
て
も
ら

え
る
と
い
い
。研
究
し
た
い
。

生
物
多
様
性
に
関
す
る
取
組

問

本
市
の
生
物
多
様
性

地
域
戦
略
は
。

市
長

未
策
定
で
あ
る
。

問

豊
か
な
自
然
を
う
た

う
本
市
に
お
い
て
優
先
す

べ
き
で
は
。

市
長

今
後
、
策
定
に
向

け
て
検
討
を
進
め
る
。

市
民
環
境
課
長

策
定
時

期
は
未
定
だ
が
、
早
い
時
期

に
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

問

財
政
に
余
裕
が
な
い

な
か
、
無
償
譲
渡
す
る
理

由
は
。
地
域
の
声
は
十
分

に
聴
い
て
い
る
の
か
。

市
長

経
営
が
厳
し
く
、

民
間
に
施
設
整
備
や
宿
泊

施
設
を
建
設
し
て
も
ら
え

れ
ば
市
の
発
展
に
な
る
と

考
え
た
。
反
対
の
声
は
な

い
。

問

毎
定
例
会
ご
と
に
行

う
会
派
の
議
会
報
告
会
や

地
域
か
ら
は
反
対
の
声
ば

か
り
聴
か
れ
る
。
市
長
へ

面
と
向
か
っ
て
異
を
唱
え

ら
れ
な
い
の
で
は
。

市
長

財
部
を
中
心
と
し

て
説
明
会
を
行
う
。

令和６年４月から義務化される
放課後児童クラブ（学童保育）の
安全計画の策定は

一般質問の録画

Link

子
ど
も
の
安
全

ちょっと
ひとりごと

市民の声は
なぜ届かない？
ニーズに合った
市政を求む

Question

Answer
市長／ 約 30％が策定済み、３月末までに全

て策定するよう確認指導している

志布志市にある生物多様性センター

地域とともにある学校へ
（文部科学省ホームページより抜粋）

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

（さくら会）
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問

当
初
予
算
で
は
、
通

常
12
月
か
ら
１
月
に
財
政

課
長
と
副
市
長
査
定
が
行

わ
れ
る
が
本
事
案
で
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
。

市
長

１
月
末
の
段
階
で

１
億
円
を
予
算
要
求
し
、

査
定
対
象
に
し
て
い
た
。

問

１
億
円
の
予
算
を
計

上
す
る
に
あ
た
っ
て
、
財

政
課
長
が
査
定
を
通
し
た

根
拠
は
。

財
政
課
長

一
旦
は
予
算

要
求
を
受
け
た
が
、
最
終

的
に
市
長
の
判
断
と
い
う

こ
と
で
取
り
下
げ
に
至
っ

た
。

問

令
和
４
年
の
議
会
の

修
正
を
合
わ
せ
る
と
提
出

の
断
念
は
二
回
目
の
事
案

で
あ
り
、
提
案
の
プ
ロ
セ

ス
に
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

市
長

子
供
た
ち
の
た
め

に
良
い
と
思
っ
て
提
案
し

た
が
、
最
終
的
に
は
私
が

納
得
で
き
る
形
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
予
算
計
上

は
見
送
っ
た
。

令
和
６
年
度
施
政
方
針

問

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
推
進
で
交
流
人
口
や
地

価
で
目
標
値
を
設
定
し
な

い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

人
口

密
度
や
歩
行
者
量
な
ど
を

目
標
値
の
指
数
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。

問

コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド

カ
ー
の
運
用
コ
ス
ト
と
費

用
対
効
果
は
。

企
画
政
策
課
長

運
用
の

費
用
は
１
８
３
万
８
千
円

で
、
費
用
削
減
効
果
と
し

て
は
機
器
更
新
費
の
４
０

０
万
円
で
あ
る
。

本
市
の
防
災
対
策

問

能
登
半
島
地
震
で
被

害
が
大
き
く
な
っ
た
理
由

と
し
て
、
旧
耐
震
の
基
準

の
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
本
市
の
現
状
は
。

市
長

本
市
の
目
標
値
は
、

令
和
７
年
度
ま
で
に
住
宅

の
耐
震
化
を
進
め
旧
耐
震

の
住
宅
を
解
消
す
る
こ
と

だ
が
、
令
和
５
年
12
月
で

70
％
に
な
っ
て
い
る
。

旧久木原医院跡地は
どうなる

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／宮崎銀行が不落の場合、
　　　もう一度提案したい

旧
久
木
原
医
院
跡
地
の

取
得
計
画
の
経
緯

ちょっと
ひとりごと

箱物を建設
する前に
ニーズ調査を
入念に！

震災被害の例

�1,150 万円掛けて導入されたコネクティッドカー

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

（さくら会）
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市
長

現
状
は
把
握
し
て

い
る
が
、
土
木
課
か
ら
は

要
請
し
て
い
な
い
。

問

北
別
府
学
氏
の
遺
品

の
展
示
は
廃
校
に
な
る
高
岡

小
学
校
に
、
昆
虫
の
飼
育
観

察
は
、
自
然
豊
か
な
花
房
峡

や
大
川
原
狭
を
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
廃
校
の
岩

川
小
や
大
隅
南
小
跡
を
活
用

し
市
内
全
体
に
設
け
た
方
が

い
い
の
で
は
。

市
長

議
員
の
考
え
と
し

て
受
け
止
め
た
い
。

新しくなったカード型温泉保
養券は従来通り利用できるか

一般質問の録画

Link

ちょっと
ひとりごと

ここが変
経費がかさむとして
温泉は無償譲渡で、
老朽化した病院は
購入希望？

Question

Answer
市長／ 今まで市内外の33施設が利用でき

たが、10施設しか利用できなくなる
岩
いわ

水
みず

豊
ゆたか

（新生会）

旧久木原医院跡地
の外壁タイル落下

箇所

温
泉
保
養
券

問

受
け
入
れ
る
施
設
が

あ
れ
ば
、
従
来
通
り
紙
の
保

養
券
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
。

市
長

カ
ー
ド
に
移
行
す

る
こ
と
で
、
利
用
で
き
な

く
な
る
こ
と
は
、
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
。
引
き
続

き
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

保
養
券
を
認
め
て
も
い
い

と
考
え
る
。

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

問

令
和
６
年
度
施
政
方

針
に
は
、
重
要
な
事
業
は
、

明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
が
。

市
長

示
さ
な
か
っ
た
こ

と
に
は
、
反
省
し
て
い
る
。

問

無
償
譲
渡
を
申
し
出

て
い
る
企
業
に
、
企
業
立

地
促
進
補
助
金
等
の
補
助

金
を
出
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長

現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

問

市
内
の
指
定
管
理
し

て
い
る
施
設
、
管
理
料
が

発
生
し
て
い
る
施
設
の
す

べ
て
を
見
直
し
て
か
ら
、

各
施
設
の
将
来
像
を
提
案

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

全
体
の
見
直
し
は

し
て
い
く
が
、
財
部
温
泉

に
つ
い
て
は
、
無
償
譲
渡

で
民
間
の
力
を
発
揮
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

問

無
償
譲
渡
に
す
る
為

の
審
査
会
の
予
算
が
新
規

に
出
て
い
る
が
、
審
査
会

の
要
綱
が
議
会
に
示
さ
れ

て
い
な
い
が
。

市
長

当
初
予
算
の
資
料

に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、陳
謝
す
る
。

問

温
泉
整
備
と
ホ
テ
ル

を
建
設
す
る
と
あ
る
が
、
宿

泊
の
需
要
が
ど
れ
だ
け
あ

る
か
数
字
で
示
せ
な
い
か
。

市
長

具
体
的
数
字
は
示

す
事
は
で
き
な
い
が
、
要

望
は
あ
る
。

問

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
温
泉
に
特
化
し
た
施

設
と
位
置
づ
け
て
運
営
す

れ
ば
負
担
も
減
ら
せ
る
の

で
は
。
宿
泊
は
都
城
市
内

に
任
せ
た
ら
ど
う
か
。

市
長

ホ
テ
ル
を
誘
致
し

た
い
。

子
ど
も
と
大
人
の

未
来
館
︵
案
︶
構
想

問

久
木
原
医
院
跡
地
を

取
得
で
き
れ
ば
作
り
た
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

競
売
の
結
果
次
第

で
は
、
検
討
し
た
い
。

問

外
壁
の
タ
イ
ル
が
市

道
に
落
下
し
て
い
る
。
学

校
の
近
く
で
非
常
に
危
険

で
あ
る
。
管
理
し
て
い
る

宮
崎
銀
行
に
対
策
を
す
る

よ
う
に
要
請
し
た
こ
と
が

あ
る
か
。
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曽於市議会・都城市議会議員合同研修会を実施

台湾屏
へい

東
とう

県
けん

里
り

港
こう

郷
きょう

と交流促進

両議会議員の役割と責務、議会の権限等について
の研修を行い、議員活動及び議会活動の基本につ
いて学ぶことを目的に毎年実施しています。

■令和５年11月6日（月）里港郷訪問団25名を歓迎

■令和６年１月31日（水）～２月２日（金）曽於市議会台湾里港郷親善訪問調査団９名が里港郷を訪問

曽於市が令和５年５月に国際交流促進覚書を締結した里港郷との交流
を図るため、議会関係者同士での相互理解を深めるとともに、里港郷
の社会・産業・教育・文化などの実情及び相互交流を発展させるため、
施策を調査研究するための訪問調査が始まっています。

里港郷の議会に
当たる郷民代表会
を訪問いたしまし
た。里港郷民代表
会は 11 人で構成
され、議長に当た
る林

りん
綿
めい
顯
けん
主席から

も産業・教育・観光・文化を含めたあらゆる分野での交流を図っ
ていきたいとの意向が示されました。

里港郷の重要な養殖
産物である淡水手長エ
ビ及びスッポンの養
殖業を視察し、特に手長エビは、台湾全体の約
85％が里港郷で生産され全土に卸されていると
の説明を受けました。これらの養殖業は、まちの
至る所で確認することができ、里港郷の重要な産
業として地域を支えております。また、暖かい気
候を生かして栽培される果物も含めた農産物につ
いては、輸出入の面で一定の制限があることも考
えられますが、様々な角度から物流の促進を発展
させていく手法を模索していく必要があります。

里港国民小学校の視察
で、山中貞則氏の戦前の
功績や里港郷との国際交
流の接点を確認しまし
た。特に教育分野での交
流を深め、曽於市の子供
たちに国際的な知識と思
考を体感させる必要性を感じました。

■令和６年１月 18 日（木）
■テーマ： 「ハラスメント防止・

コンプライアンス研修」
■講　師：人事院公務員研修所客員教授

　　　　　高
たか

嶋
しま

直
なお

人
ひと

 氏

ハラスメント防止対策や議員に求められるコン
プライアンスについて理解を深めました。

里港郷長、郷民代表会主席ほか関係者と交流を深めました。 歓迎レセプション

投網で取った手長エビ

中国に輸出される、スッポン
の卵の採取

23 ☆政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れをすることは禁止されています。（公職選挙法より）
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財
部
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は
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10
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か

ら
「
行
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し
て
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ん
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し

た
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ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る

人
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が
集
ま
り
、
全
４
回
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ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
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と
お
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て
地
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課
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共
有
や
自
分
た
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で
き
る

こ
と
を
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え
て
き
ま
し
た
。
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こ

で
の
繋
が
り
を
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か
し
て
行
わ

れ
た
「
う
ま
Ｓ
ｏ
ｏ
！
フ
ェ
ス

２
０
２
４
」
は
、
メ
イ
ン
会
場
の

き
ら
め
き
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
は
も

ち
ろ
ん
、
中
央
公
民
館
や
児
童
公

園
付
近
の
催
し
で
も
大
賑
わ
い
を

見
せ
、
財
部
の
ま
ち
づ
く
り
の
無

限
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　

（
瀬
戸
口
）

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者
　
　

議
　
　
長

迫　
　

杉

雄

左
か
ら
出
水
委
員
・
片
田
委
員
・

瀬
戸
口
副
委
員
長
・
矢
上
委
員
長
・

鈴
木
委
員
・
山
中
委
員

昨年、えがお四季介護タクシーを設立し、地域福祉の
足となることを目指している「長

なが
野
の
豪
ひで
貢
つぐ
」さんを紹介い

たします。
地域の公共交通機関が少なくなり、介護の必要な方へ
の交通手段の役に立ちたく事業を開始、曽於市の地域福
祉に貢献したいとの思いがあるようです。
みんなが平等に生活できることに微力ながら貢献し、
地域に寄り添い身近な存在でありたいと語る長野さん。
そんな長野さんは、お子さま４人と奥様の６人家族。
日頃から子煩悩でユニークなトークを若いながら鹿児島
弁で話すところに親近感がわきます。

（片田）

介護タクシーえがお四季（通院・転院・退院・買い物・冠婚葬祭・遠方）
お問い合わせ　☎ 080-2553-5818　長野豪貢　

夢
チャレンジ

令
和
６
年
第
一
回

定
例
会
が
閉
会
し
、

２
６
９
億
円
の
一
般
会
計

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
予
算
規
模
は
拡

大
し
て
お
り
、
審
査
す
る

議
員
の
役
割
も
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
事
を

感
じ
ま
す
。

予
算
の
全
て
を
議
会
だ

よ
り
に
載
せ
た
い
気
持
ち

は
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都

合
も
あ
る
の
で
２
６
９
億

円
の
使
途
の
中
か
ら
特
に

市
民
生
活
に
影
響
の
大
き

い
部
分
に
絞
っ
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
分
か
り
や
す

い
議
会
だ
よ
り
に
な
っ
て

い
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
は
議
会
と
の
意
見

交
換
会
の
募
集
も
し
て
い

ま
す
。
農
業
・
教
育
・
福

祉
な
ど
曽
於
市
の
未
来
に

つ
い
て
市
民
の
皆
様
と
意

見
を
交
わ
す
場
所
を
作
っ

て
い
き
た
い
の
で
、
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

（
山
中
）

編
集
後
記

たからべ児童公園にも世代を超えて
多くの人が集った

6 月 7日 …………… 開　　会
６月 10日・
14日・18日 ……… 一般質問
6 月26日 …………… 閉　　会

第 2回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

趣味は魚釣り
釣った魚は
ご近所へ
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